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No．187 

発行部数 1,500部 

発 行 日 2015年 4月 

日 時  平成２７年５月１５日(金)から全５回 

１０：００～１２：００ ※下記プログラムのとおり  

会 場  安芸区総合福祉センター ３階ボランティア研修室ほか  

（安芸区船越南三丁目２－１６） 

対 象  ボランティア活動に関心のある方、時間に余裕がある方、 

     友達付き合いが好きな方 

参加費  ５００円（資料代及び交流会の茶菓子代として） 

定 員  ２０名（定員になり次第締め切り） 

申込み  安芸区ボランティアセンター 

主 催  安芸区社会福祉協議会 

協 力  広島市要約筆記サークルおりづる安芸支部 

・・・プログラム・・・ 

  ５ ／ １５（金） 
・オリエンテーション 

・聞こえない体験 ～「聞こえない」ってどんなこと？～ 

  ５ ／ ２９（金） ・聴覚障がい者の困りごと【家庭内編】 ～必要な「情報」とは～ 

  ６ ／  ５（金） ・聴覚障がい者の困りごと【社会編】 ～模擬通訳を通して～ 

  ６ ／ １９（金） ・要約筆記体験 ～速く、正しく、読みやすく～ 

  ７ ／  ３（金） ・交流会、サークル紹介 ～私たちにできることを考えよう～ 

 

 

要約筆記は、聴覚に障がいのある人に対し、情報の要点をまとめて、 

「書く」ことで伝えることのできるコミュニケーション方法の一つです。

人生の途中で耳が聞こえなくなった方への支援として、字を書くことが

できる人なら始められるので、一緒にやってみませんか？ 

 

 

▲聞こえない体験 

▲会食交流会 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成２７年６月１３日 (土)  ※雨天決行・台風除く 

午前８：４５～１２：４０  

会 場：船越公民館 ホール （安芸区船越五丁目 22-23） 

（上履きをご持参下さい）  TEL ８２３－４２６１ 

申込締切：５月２９日（金） 

       申込方法：安芸区ボランティアセンターまで 

 

★船越地区女性会のみなさんの手作り弁当★ 

 しっかり汗を流した後は、おいしいお弁当の 

時間が待ってます。ライオンズクラブさん等か 

らの助成により、無料でいただけます。 

（この日の筆者の本当の楽しみはこの時間！？） 

         

  

＜日 時＞  平成２７年５月２６日（火） 

 １０：００～１２：００（受付９：３０～） 
 

＜会 場＞  安芸区総合福祉センター ３階大会議室 
 

＜内 容＞  グループ発表会 ＊安芸区内にどんなボランティア 

グループがあるか知られるチャンス☆ 
 

       茶話会 ＊小グループに分かれて、ケーキとお茶でお話しましょう！ 
 

＜参加費＞  ３００円（ケーキ代） ＊申込締切までに代金をお支払いください。 
 

＜持参物＞  なし（コーヒーもご用意しています♪） 
 

＜申込み＞  グループに所属していない方は安芸区社協まで 
 

＜締切り＞  平成２７年５月１２日（火） 
 

＜主 催＞  安芸区ボランティアグループ連絡会 

       広島市安芸区社会福祉協議会 

～グループ発表会と茶話会～ 

１日限定で 

気軽に始められる

ボランティア 

▲みんなでおいしいお弁当 

 安芸区地域に居住または通学、通所等の障がい児者とご家族、地域の方が集まる楽しい運動会で

す。競技の進行補助・準備をお手伝いしていただけるボランティアさんを募集しています。 



「うつ病や統合失調症」といった精神の病は、いつ誰がどのようなキッカケで発症するかわかりません。 

  このような病気をお持ちの方には、「社会からの理解」と「社会とのふれあい」が不可欠です。 

安芸区社会福祉協議会では、そんな方々のための社会参加の場として、「ゆめ広場」を毎週木曜日に開催して

います。料理や室内ゲーム、季節毎のイベントなど楽しい企画をメンバー 

さんとボランティアさんと一緒に考えていきます。精神障がい者 

の心地よい居場所を作っていきたいという方は、ぜひ安芸区ボランティア 

センターまでご連絡ください。 

 

 

 

 ～安芸区ボランティアセンターより～ 

  長きにわたりご活動いただいた、「介助支援の会」のみなさんにお礼申しあげます。 

  多くの方々が支援に携わるには、支援日程を調整するのに大変苦労されたはずですが、Ｋ君にとって 

 もいろんな方とふれあうことで、社会性が育まれたことと思います。 

このような素晴らしい取り組みを安芸区ボランティアセンターは応援しています。お住まいの地域で

「あの子気になるなぁ」という方がおられたら、お気軽にご相談ください。 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡こころ♡に病を持たれる方

に寄り添ってみませんか？ 開催場所：安芸区総合福祉センター ４階 

活動日時：毎週木曜日 １０:００～１２:００ 

中野東学区 

この活動は、ダウン症をもって生まれたＫ君の通園

を地域のボランティアさんで支えるというものです。 

昨年 1 月からはじまった活動も、Ｋ君の卒園と同時に

無事に終えることができました。おめでとう会では、

活動時の思い出や、この短期間でのＫ君の成長秘話な

どで大盛況のうちに終えることになりました。 

特に印象的だったのは、Ｋ君のお父さんからボラン

ティアさんに送られたこの言葉でした。 

オカリナを吹くボランティアさんと、歌を歌うＫ君 

ボランティアグループ紹介 

感謝の想いを伝えるご家族と、ボランティアさん 

 

私たち家族だけでは、我が子をここまで育

てることはできませんでした。これまで助け

ていただき本当にありがとうございました。  

これから小学校に上がっても、近所のおじい

ちゃん・おばあちゃんとして“叱ってやって

ほしい”です。 

お父さんの一言 



 

～音声パソコンを使ってみませんか～ 
市販のパソコンに視覚障がい者用の音声ソフトを組み込んだ、いわゆる「音声パソコン」を使えば、電子メールやイン

ターネットの検索、ネットショッピング等いろんなことができます。 

でもパソコンってパソコンの操作ってなんか難しそう・・・ 

そんな方に、「音声パソコン」の使い方の講習を受けたボランティアが、やさしく丁寧に指導します。 

ご自宅のパソコンをお使いの方は自宅までお伺いします。 

ご自宅にパソコンが無い方は、安芸区地域福祉センターに設置されている「音声パソコン」を使うこともできます。 

 

 

 

●安芸区 O さん ７０代 男性 

音声パソコンを始めて、生活環境がガラッと変わり、今までにない情報が入ってくることで、人生が楽しくなりました。 

視覚障がい者は得られる情報が健常者に比べて乏しいと感じます。もし、まだ「音声パソコン」を利用していない方が 

おられたら、ぜひ一度試してみてください。おすすめです！ 

●南区 E さん ４０代 男性 

    先生（ボランティアさん）がやさしく教えてくれました。厳しい時は厳しいけど・・・（笑） 

     中途失明して数年経ちますが、パソコンを使うようになって前向きに生活ができるようになりました。 

    広島市からパソコンを給付していただき感謝しています。 

 

  

 

 

きょうされん広島県支部に加盟している作業所の仲間の会「虹の会」が中心となって、2 年に 1 回「はばたこう交流会」

を開催しています。県内の作業所の仲間たちが多く集まり、ゲームや踊りなどで楽しく交流しています。 

 

日  時：平成 27 年 6 月 24 日（水）９：００～１６：００ 

場  所：グリーンアリーナ（中区基町４－１ 広島県立総合体育館）        

集  合：グリーンアリーナ大アリーナ正面玄関（９：００） 

活動内容：ゲームの進行、受付、駐車場など 

募集人数：80 名（午前中のみ・午後のみの活動も可） 

主  催：きょうされん広島県支部虹の会 

持 参 物；上履き 

そ の 他：交通費の支給はありません。※１日活動する方には、昼食の支給があります。 

申し込み：６月２日（火）までに安芸区ボランティアセンターへご連絡ください。 

 

 

利用者の方の声 

「第 11 回はばたこう交流会での行事支援ボランティア募集！！」 

編 集 後 記 

1 年間ボランティア活動事業を担当させていただき、この編集作業を行う中で、「やっぱり地域の現状のことをもっと知るべきだ」 

と感じました。３ページ目の中野東地区社協の取り組みは、「子どもの通園に困っているんですけど・・・」という悩みを他人に伝えることで、

なんと、地域でグランドゴルフをするグループが支援してくださることになりました。 

 人に頼るのは、心苦しい部分があるとは思いますが、頼った時と頼られた時に生まれる、何とも言えない幸福感があるはずです。実は

私も感動で涙してしまいました。こんな心温まるつながりが少しでも増えていけば良いと思います。 


